
 
リージョナルジェットを活用したジェイエアの戦略について 

  2017年3月29日 

  株式会社ジェイエア 

  代表取締役社長 大貫 哲也 

関西全体の航空需要拡大について考えるフォーラム 

～関西経済の飛躍と空港への期待～ 
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本日お話しさせていただくこと 

リージョナルジェットを活用したジェイエアの戦略について 
 

1．ジェイエア会社概要 
 

2．国内航空市場の現状と地方航空ネットワークの現状 
 

3．伊丹空港と地方ハブを活用したジェイエアの事業戦略 
 

4．地域に密着した需要喚起 

 

 



 ジェイエアは大阪国際空港（伊丹）を拠点に「地域と地域を結ぶことでお客
さまに喜んでいただけるネットワークをご提供する」ことを事業目的とするフ
ルサービスキャリアで、国内線JAL便の約3割の便数を運航するJALグ
ループの地方路線の主翼を担う航空会社です。 

 

 JAL国内線事業の中でも唯一大きく事業規模を伸ばし、大阪国際空港（伊
丹）、新千歳空港、福岡空港、東京国際空港（羽田）の4空港を発着する路
線を中心に、地方ネットワークの拡充を図っています。そのため、50名乗り
のCRJ200の退役に合わせ、エンブラエル170（76名乗り）およびエンブラ
エル190（95名乗り）を追加導入し、供給拡大とE190のクラスJなどの商品
拡充も進めているところです。 

 

 JALグループが2021年から、国産ジェット機MRJを導入する際には、ジェイ
エアがその運航を担う予定です。 

 

 本年度は会社設立から20周年という節目の年を迎えましたが、これからも
地域とのつながりを大切にし、「お客さまに最高のサービスを提供し、社会
の進歩発展に貢献する」という企業理念の実現を目指します。 

1. 会社概要 
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1. 会社概要 

商号     株式会社ジェイエア 
事業内容   航空運送事業 
本社     大阪府池田市空港２－２－５ 
資本金         2億円 
出資者     日本航空株式会社（100%出資） 
設立      平成8（1996）年8月8日 
営業開始     平成8（1996）年11月1日 
代表者     代表取締役社長        大貫 哲也         
社員数         605名 
使用機材     ボンバルディアCRJ200型機（50人乗り） 5機 
         エンブラエル170型機（76人乗り）         17機 
                  エンブラエル 190型機（95人乗り）  5機 
          計27機 
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1. 会社概要（沿革） 
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□ 1991年4月、「西瀬戸エアリンク」の後を引き継ぎ、 

  ジャルフライトアカデミー(株)の事業本部として発足。 

     機材はジェットストリーム・スーパー31型機（JS31） 
 

□ 1996年8月、JFAから独立し、株式会社ジェイエア設立。 

 

□ 2001年、50人乗りのCRJ200を導入。 

 

□ 2005年2月、本拠地を旧名古屋空港（現県営名古屋空港）に移転。 

 

□ 2009年2月、76人乗りのエンブラエル170を導入。 

 

□ 2011年3月に大阪国際空港（伊丹）に本社を移転。                                

 

□ 2016年5月よりE190の導入、6月よりCRJの退役を開始。 

                     

□ 2017年3月現在の運航数は 23地点 31路線 190便/日 

                       

□ 2021年よりMRJの運航を開始予定。                    

JS31 

CRJ200 

E170 

E190 

MRJ 



1. 会社概要（J‐AIRの事業規模推移（機材数、ASK（千・座席キロ）） 
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ASKは2008年 → 2016年度
の間に4倍以上に急成長 

E170導入 

伊丹プロップ枠の低騒音
機枠への段階的転換 

機材数 ASK 
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2．国内航空市場の現状と地方航空ネットワークの現状 
 

 



国内航空市場の現状 
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バブル経済崩壊後の経済成長の鈍化、生産年齢人口の縮小、新幹線網の拡充
などにより、国内航空市場の規模は横ばい状況。（リーマンショック、東日本大震
災の影響により大幅に落ち込んだものの2012年（LCC元年）以降は回復基調。） 

出典（旅客数/航空輸送統計年報、GDP：IMF World Economic Outlook Dabases 



地方航空ネットワークの現状（地方空港間路線旅客流動） 
 
空港間旅客流動データ（1996年度→2015年度）を比較すると、全空港間の総
流動は17％増加しているが、主要因は首都圏空港発着路線での増加となって
おり、地方空港間流動は7％の伸びにとどまっている。 
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7％増 

42％増 

総区間 

17％増 
合計：8,213万人 合計：9,606万人 



地方航空ネットワークの現状（小型機による運営の限界） 
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航空総需要の成長が鈍化する中、経済の首都圏一極集中、他交通モードの発
達（鉄道、バス）などにより、地方間路線数は縮小している。JALグループもMD90

など160席クラスの小型機で低需要の地方路線を運営してきたが、その限界を迎
えることとなった。 

2009年度 

 

112路線 
 

（参考：首都圏36路線） 

 

 

 

2016年度 

 

79路線 
 

（参考：首都圏36路線） 

 

JALグループの首都圏以外の空港を結ぶ路線数 

33路線 

約30％ 

減少 

運休路線例 

新千歳=山形、松本、出雲 

鹿児島=岡山、高松 など 

小牧、神戸空港からの撤退 
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リージョナルジェットの機材優位性 

効率性 
低需要路線の 

事業運営が可能 

高品質 
FSCダウンサイジ
ングモデルを実現 

J-AIR
の位置
づけ 

 運航コストが低廉 

 

 短時間での便間業務が可能 

  速度も大型機並みで多頻度 

  運航が可能。 

 高高度の飛行が可能 

  （揺れにくい） 
 機内空間の快適性 

  （ダブルバブル構造） 
 

 地方路線の主翼を担う 

  フルサービスキャリア 
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3．伊丹空港と地方ハブを活用したジェイエアの事業戦略 
 

 



現在のジェイエア路線ネットワーク 

13 

羽田 伊丹 福岡 札幌 

福岡 4 

（松本） (1)* 

女満別 (1)* 3 

函館 1 

三沢 1 1 

青森 3  ３ 

秋田 3  2 

新潟 4  3 

山形 2 3  

花巻 4  1 3 

仙台 ７  2 5 

白浜 3 

出雲 1 

松山 3 

徳島 1 

高知 2 

長崎 4 

大分 3  

熊本 3  

宮崎 1 5  7 

鹿児島 ７ 

合計 7 56 13 19 

・●徳島 

●高知 

●出雲 

23地点、31路線、190便/日を運航（3月時点） 

夏期繁忙期は伊丹=松本、伊丹=女満別も運航。 

2017年夏期ダイヤにおいて、 

さらに福岡=松山線や 

鹿児島=奄美大島線など 

への就航を計画 
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伊丹基地をフル活用したジェイエアの路線ネットワーク 

  伊丹空港の地理的優位性とリージョナルジェットのメリットを融合させた 

  事業戦略を展開。 

 

  ①全国各都市との距離 

  日本の中心に位置する大阪を基地とすることで、ユニットコストが割高となる 

  リージョナルジェット機でも全国各地への多頻度運航が可能となり、高い収益 

  性を確保することが可能。 

 

 

 

  羽田基地の737は6便、伊丹基地のE190は8便を運航可。 

 

  ②乗継ぎ利便性 

  直行便運航が難しい小規模需要区間については、伊丹空港でのダイヤ調整 

  により伊丹を経由地とした乗継ぎを可能とし、乗継ぎ割引運賃も設定すること 

  で航空ネットワークを維持。 
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伊丹ハブを活用した乗継ぎネットワーク例（羽田便のない経路） 

出発地 経由地 到着地 乗継割引* 

仙台 伊丹 鹿児島 ○ 

07：35 08：55→09：15 10：25 25,700円 

新潟 伊丹 鹿児島 ○ 

08：50 10：00→10：35 11：45 25,200円 

花巻 伊丹 大分 ○ 

12：20 13：50→14：15 15：10 31,100円 

*割引は5月末ご搭乗分の最安値の運賃（乗継割引28）を表示 
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フルサービスキャリアとしての商品戦略（E190 クラスJ） 

ひとつ上の乗り心地 
日本のビジネスを支える存在へ 
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フルサービスキャリアとしての商品戦略（E190 PC電源） 

スマートフォンの充電、ノートパソコンで資料作成、 
バッテリーの消費を気にせずご利用いただけます 

クラスＪに設置されているユニバーサルPC電源 

普通席 
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フルサービスキャリアとしての商品戦略（E190/170座席） 

高級乗用車や高級家具などに使われる本革を採用 
なめらかな素材感により、やさしくスムーズな座り心地 普通席 
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フルサービスキャリアとしての商品戦略（ビデオプログラム） 

スマートフォンやタブレットなどお客さまご自身の端末でお楽しみいただける 

無料ビデオプログラムをE190/E170で提供開始。（E190は順次対象機材拡大中） 
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4．地域に密着した需要喚起 
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地域とのパートナーシップ（三位一体の連帯意識） 

自治体、空港会社を含む
地元 

航空利用者、観光業界を
含む 

航空路線に関わるステークホルダーが協働し、需要喚起や利便性向上に向けた
中長期的、段階的な取り組みにより、路線を育成することの重要性が各地で浸透。 

需要喚起イベント 

空港施設 

拡充 



22 

地域とのパートナーシップ（羽田空港発着枠政策コンテスト*） 

羽田＝山形線では地域と密着した
需要喚起の取り組みにより、旅客数
を2.6倍→1.1倍とすることができ、
最高評価を得たことにより、2016年
から3年間の発着枠の延長配分を
受けた。 

*航空会社の自助努力のみでは路線の維持・充実が困難な路線について、地域と航空会社による路線充実に係る共同提案
について評価を行い、優れた提案の路線に対して羽田空港国内線発着枠を配分するもの。  
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地域とのパートナーシップ（地方航空路線活性化プログラム） 

出典：国土交通省発表資料 
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地域とのパートナーシップ（地方航空路線活性化プログラム） 

出典：国土交通省発表資料 
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地域とのパートナーシップ（地元に密着した活動） 
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地域とのパートナーシップ（地元に密着した活動） 
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